
亀を疎出武少れ k.…

お元気ですか !

“
梅雨入 り

"宣
言があれば あ あ そ うなんかいな ?と 思いながらも、

ついぞ降 りださない空を見上げています。

降れば降ったで 雑 草たちへの 「慈雨」になるのです。

自分勝手な
“
のら人

"な
のです。

さて さ て、自分勝手のついでに 「打戻つ うしん 16号 」を発行 しま
した。

今回も 例 の
“
アティチ ョーク

"が
メインにな ります。

「野菜なの 花 なの ?」 とも言われますが、れっきとした
“
野菜

"な
の

です。フランス料理では高級食材、フルコースの主役で しょうか ?

また い ろんな事を ごちゃごちゃ書き込んでいます。

まさに 野 菜作 りが主流ではなく、はたけ作 りであった り、田んぼたび

や 「棚田たび」のまとめ、こうした 「つ うしん、、、、」カミ楽 しみなのかも
しれません。    ま あ 笑 つてやって お 付き合いください。

また 連 絡 します。

遥か大和の
“
ご気楽 二人連れ

" ま
つおか で した。

り
… …
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縛 窓:

盟話後て鍮 乙笑きくなりました

アティチ ョークの花つぼみ

もちろん 食べられます、フランス料理の食材です

か

どぅだあ 1の雰囲気で



のら人は 働きます

ニヴ) 4月 ' 5月 、 千〔順な天気が続

きまt ,た,雨 降 りと日照不足、ブ)

デ)人泣かせブ)有様で した。

収楼 した タマネギの処理

春先ののら人は忙しい!)のです.

fjlし 施 月巴し、種まきゃ十直えイ寸け

が待っています。

キ 、ギユ!コ

と' 令 町
~ ~

ぁちこら 作業 しています

ヤ

T車 に車取 り

栄養不足にならないよう

しっか り食べるコンビニ弁当

援農人ブ)5と、&史 ちゃん,

ある日の帰 り道 虹に出会いました

tクカギ、 ゲ ブル虹です、ラッキイ

ぎ

痕ピ取り距i
,

ぢゝ

屯

. 4 ‐4 、 、
1

ス イ

ぃそぃそ と動 き廻 り、

鈴  「

■字ミミ

陸稲のベ タルトけを外 し

ゆつたりtンた時間はありませんモ



みやもと畑
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寄盟

ナーのみやもとさん

雑草に埋

打戻 Myは たけ

何処に行つても
“
草取 り

'お
ばさん

わ5/9から絡んできた “
みやもと畑

"

いろんな事情があつて、春先から夏 ・秋 と耕作されず 放 任 されていると

はたけは荒れ放題になつて終います。

周辺の回やはたけ、引地川沿いの遊歩道の散歩人にも迷惑がかかります。

そんなこんなの訳ありで
“
みやもと畑

″
が始まりました。

630古 の広さ、同じ尺度で描いてみると、打戻 Myは たけとの比較が出

来ます。このはたけの半分が“おれつち 賢ちやん専用ばたけ"です。

全体の 「ほ場管理人」を兼ねながら、新たな展開が読めそ うです。

今後、打戻Myは たけと絡めながら、忙 しく そ れでいて
“
気楽に 気 長に

のんびりやろう
“
の心意気で 頑 張つていきます。

ガリガ リと 邪道の
“
草とり

"



山形 ・山辺町 大蕨の棚 田

出F//・朝
B可 くぬぎ平の榔日

新潟 日 下日村

A!〔′的1■、rfrlw
北五口 「|の棚日

宙城 ・丸森町 沢尻の棚日

あの陸稲 こ こまで大きくなりました ,

ズッキーニ

山形 ・大蔵村 四ケ村の棚日

宮城 ・旧栗駒町 西山の棚田

岩手 。旧大東町

676か ら10日 までの 5日 間、新潟 ・旧下田村
“
北五百)11の棚田

"を

皮切 りに山形 ・岩手 ・官城 と4県 ・7箇 所を訪ねる 1760Kmの
ささやかな

“
棚田たび

"で
した。

群馬 ・昭和村では 作 付け中のこんにゃく農家さんから
たねいもを頂き、村や町役場の行政さんや田んばで
追肥まきのお じさんと語 らう、いろいろお騒がせ
の毎 日で した。

それでも 最 後の一 日、ちやんとMyは たけ ・

みやもと畑に立ち寄る
“
健気なのら人

"な
の

です。

ここまで
“
のら人

"に
嵌つています。

一体 な んなのでしょうねえ?
「我が子たち|

今年の4月 ・5月 、天候不良と低温に悩まされ

ました。種まき後の発芽や苗の生育が悪く、畑

のみどり度が進行 しません。

そんな中での 2度 の
“
棚田たび

"、
種まきも植え

付けも当然遅れカロ減です。

まあ 後 あとまで楽 しめるさ !

ャヽい加減な“のら人
"の

ひとりごと で した。


